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要約

リスニングが他の言語技能､特にリーディングへの学習上の正の転移が明らかになって

いる｡本稿では､筆者が大学の学部および大学院で実践している､リスニング活動とそ

のスクリプトをリーディング教材として活用し､さらにスピーキングおよびチャットと

掲示板を使ったライティング活動を取り入れ､文法 ･語桑力の強化も目指した授業の-

モデルを紹介する｡本稿では､1)リスニングのレディネスを高める洋楽を活用した｢準

備活動｣､2)内容スキーマ喚起のためのインターラクテイヴなオーラルプレゼンテー

ションや映像提示､文法･語嚢タスクを合わせた ｢事前活動｣､3)記憶負担を軽減する

ためにタスクの指示を事前に提示した内容理解のための聞き取りと音声認識のための聞

き取りタスクからなる｢聴解活動｣､4)本文の内容に関する英語での質疑応答および語

桑 ･構文および内容に関する口頭説明､スクリプトを活用したポーズを入れた黙読､音

読､復唱 (暗唱)､シャドウイングの ｢事後活動｣､5)ペア･グループワークでの口頭

のインタビューやディスカッション､チャット機能を使った英語での自由な意見交換､

ニュースの内容に関するコメントをBBS(掲示板)に載せ全員が閲覧し､相互に添削し

合う ｢補足活動｣の5つのフェーズからなる授業モデルを示す｡

Ⅰ.はじめに

リスこングおよびリーディングの認知及び習得のプロセスに関して､両技能はmedium(chan-

nel)はoralとwrittenという点で異なるが､modeは共にreceptive(実際は､segmentation等

を行おうとする積極的な活動である)であり､それぞれの器官で認知された情報は共に最終的に

は学習者の大脳の優位半球にある言語理解に関与するウェルニツケ領域(発話はブローカー領域)

で処理されると考えられている｡四技能間の正の転移 (positivetransfer)に関しては､リスニン

グから他の3つの技能､特にリーディングへの転移が特に大きいとする研究が多いことからも､

リスニング活動を授業および学習の中心に据え､さらに他技能に関わる活動を有機的に組み合わ

せた四技能のバランスのとれた授業の展開が望ましい｡

リスニング活動後に学習者が聞いた英文を文字で確認したくなるのは当然である｡教える側に

とってもスクリプト (原稿)がある方が説明しやすく､活字の提示により､文法や語桑､談話構

造などが詳しく説明できる.ニュースの聞き取りの後は､ニュース原稿 (newsscript)を､洋画

の聞き取りの後には脚本 (screenplay)の一部を､洋楽の聞き取りの後には歌詞 (lyrics)を提示

し､じっくりと読ませることで内容を完全に把握させるリーディング活動に移行することが可能

である｡いずれも音声認識のための空欄穴埋め用のタスクとして重用してから､解答後に完全な

スクリプトが必然的に学習者の眼前に提示されることになる｡

ⅠⅠ.話 し言葉と書き言葉のテクス ト比較

ニi-スや洋画などの音声のスクリプトがリーディング教材として用uる場合に､話し言葉と

書き言葉の違いから質 ･量ともにやや物足りないテクストではないかという懸念もあるだろう｡

スクリプトは､数秒から数分程度のものであれば通常の英書の1ページ分にも及ばない長さのも
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のもある｡リスニングで使われる放送原稿とリーディングで使われる英文記事との間のテクスト

の特性について､どのような相違点があるかどうか興味のあるところである｡この点に関して､

小林 (2002)は､ニュース原稿､英字新聞､雑誌の3つ (平成 13年 10月1日の皇太子妃の出産

を伝えるインターネット上で公開された英文およびその他数点のニュース)を比較し､語嚢 ･構

文については､英字新聞とニュース原稿はたいへん類似していると指摘している (下記の英文を

参照)0

小林 (2002)は､雑誌については､やや読者層が教養の高いグループに狭まれているために､

散文調の凝った表現が目立つと指摘し､Ota&Otsu(2002)はTIME誌について､英文は明噺

で時事英語の範とすべきであるという見解がある一方で､Ito(1986)のようにTIME誌への英語

学習者の思い入れを ｢TIME信仰｣と呼び､日本では一般に良いと考えられている学習法の中で

誤解されており､格調高くすぼらしい文体であることを認めつつも､コミュニケーションの手段

としての英語という観点からは教材としては不適切であると断言している研究者もいる｡少なく

ともニュース原稿が英字新聞と遜色のないテクストであると考えられる以上､リーディング教材

として扱うことはけっして不適切ではないと考えられる｡

ニュース原稿 (VOANews)

Japan'sCrownPrincessMasakogavebirthSaturdaytoadaughter.AsVOACorrespondent

AnyBickersreportsfromTokyo,thebirthofagirlraisesthepossibilityofasuccessioncrisis

fortheworld'soldesthereditarymonarchy.AtopofficialofJapan'sImperialHousehold
AgencyannouncedSaturdaythatbothmotheranddaughterarewell,followingthebaby'sbirth

at2:43p.m.localtime.Whentheannouncem;ntwasmade,crowdsofJapanesesurroundingthe

gatesofTokyo'SImperialPalacecheeredandclapped.

英字新聞 (TheJapanTimes)

TOKYO,Dec.トJapanesecelebratedthebirthofaprincesstodaywithbittersweetcheers,their

joyat也efirstoffspringofthenextemperortemperedbecausetherestillisnomaleheir.The
girlwasborntoCrownPrincessMasako,37,andCrownPrinceNaruhito,41,whosefailureto

produceanheirineightyearsofmarriagehascausedworriesaboutthefutureoftheworld's

oldestimperialfamily.

英文雑誌 (TIME)

InsideToguPalaceincentralTokyo,royalhandlersarebusilyandsecretlypreparingforan

eventthatwiHbreathenewlifeintoJapan'scloisteredroyalfamily.CrownPrincessMasako

isexpectedtogivebirthtoherfirstchildthisweekornext,endinganeightyearwaitthat

frustratedanationimpatientforaroyalheirtotheChrysanthemumThrone,whichinmythologi-

calterms,anyway,issaidtodatebackmorethan2,600years.

ただし､Ito(1986)は日本で発行されている英字新聞の国内ニュースについては､和文英訳の

域を出ていない場合が多いと述べている｡この見解は従来から多くの購読者や英語教育者によっ

て指摘されてきたが､Kobayashi(1999)は､TheDailyYomiuri､AsahiEveningNews､Mainichi

DailyNewsの翻訳記事 (同一期の同一テーマの英訳社説)にTheJapanTimesを加え､米国の

TheWashingtonPost､TheNewYorkTimes､USAToday､英国のTheTimes､TheGuardian､

Thelndependentの比較を試みた｡443人の日本人大学生にほぼ同一の内容の社説を読んでもら

い､理解度と不明語嚢項目数を調査Jさらに日本の4紙の社説を英語教師を中心とする英語の母
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語話者 106人に読んでもらい､文法性 (grammaticality)､明解性 (clarityofmeaning)､自然

さ (naturalness)､構成 (organization)の4つの基準について主観的判定 (metalinguisticjudg-

ment)してもらった結果､英米の英字新聞の方が日本語母語話者には､理解が困難で不明語桑も

多いことが判明､さらにもっとも彼らが明解に理解できた社説が英米人には､もっとも理解が困

難で他の基準も低 く評価された｡また､日本で発行されている英字新聞の中で翻訳記事ではない

TheJapanTimesの社説が英語母語話者には高い評価を受け､続いて翻訳社説の3紙の中では

MainichiDailyNewsが英語母語話者の全ての評価において他を統計的有意差をもって引き離す

評価を得た｡

Ⅲ.四技能の転移 と相関性

四技能間の転移に関しては､竹蓋 (1996:71)が以下のように過去の研究をまとめている (○

は転移が大､×は転移が小またはないことを表わす):

× 読む - 聞く(Mueller,1980;Anderson&Lynch,1988)

× 話す - 聞く(Pimsleuf&Quinn,1971;Chastain,1987)

× 書く - 聞く(Wada,1992)

○ 聞く - 読む (Nord,1975,1981;Lund,1991)

○ 聞く - 話す (Asher,1972;Anderson?ndLynch,1988)

上記以外に､リスニングからリーディングへの転移を確認 したAsher(1972)､Reedsetal

(1977)､寺内 (1989)､吉田他 (1999)､岡 (1979)の研究､リスニングからスピーキングへの転

移を確認したPostovsky(1974)やLyczak(1979)などの研究があるC関連して､梅本 (1987)

は､練習の発音の進歩は連続的で徐々に進歩するが､リスニングの進歩は段階的で非連続的であ

ると主張している｡また､玉井 (1992)はシャドウイングの結果､学習者のリスこングカが伸び

たと報告している｡

リスニングからリーディングへの正の転移について門田他 (2002:207-208)は諸研究の成果を

以下のようにまとめている :

1)リスニングからリーディングへの技能のプラスの転移が見られるのは､リーディングにおいてもリ

スニング時に行っているような音韻処理が行われているからである｡

2)視覚情報も聴覚情報も同じ内的言語に変換され､2つの技能間で共有している｡

3)第二言語学習においても､初期の段階でリスニング指導に重点を置くことにより､その技能がリー

ディングに転移し､読解力が伸びる｡

4)リーディングからリスニングへの転移は､その道ほど簡単には起こらない｡これは､学習者が認識

している単語の発音が､ネイテイヴスピーカーの発音と大きく異なること､口頭で聞いてもその単

語だと認識できないことに起因する｡

5)学習者はそれぞれ自分の最適速度を持っており､その速度はリーディングもリスこングもほぼ同じ

速度にまで伸びる傾向にあり､英語力が高いほど速くなる｡

6)熟達した読み手や母語の書字が英語に近い場合､視覚処理が強くなり､読解時に起こる音韻処理に

頼らないで､単語認知ができるようになるのではないかと考えられる｡
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さらに､リスニングカとリーディングカの相関関係を調査した代表的な研究に関しては､武井

他 (2002:94)が以下のようにまとめ､リスニングカとリーディングカは相関が高く､リスこン

グカの伸長がリーディングカの伸長に移転する可能性が高いと報告している:

研究者 坦堅堕 塑象

板倉･後田 (1971) 0.79 大学生

Carroll(1972) 0.73 アメリカ大学生

天野他 (1972) 0.67 大学生

小池他 (1979) 0.02-0.5 大学生

石川 (1986) 0.53 高校 1年生

寺内他 (1989) 0.56 高校3年生

DeMauro(1992) 0.672 TOEFL受験生

これに関連して､Walletal.(1994)の研究では､プレスメントテストのために同日に行われ

たリスニング､リーディング､ライティング､文法の4つのテストの中で､リスニングともっと

も相関性が高かったのは文法であると報告している｡また､武井他 (2002)は､Buck(1992)の

リスニングテストとリーディングテストが測定している特性の研究で､用意された文章を朗読し

た音声では特定の違いは確認されなかったが､ポーズや言い直しなどの自然な発話の場合には､

特性の違いが確認さjlたと紹介しているo

なお､転移が一定期間の特定の指導を含む実験群と含まない統制群 (対照群)との結果を比較

した実証研究から明らかになり因果関係が保障されるのに対して､相関性は一時期の特定のテス

ト結果を統計的に比較したものであり因果関係を保障するものではない｡

Ⅳ.リス二ングと他技能を統合 した授業形態
1講の授業をすべてリスニング活動だけで終わらせる ｢リスこング･オンリー｣の授業よりも

他の技能を使った活動を逐次的または同時に行う方が､学習内容の方が学習の観点と現実の言語

使用の観点からも望ましい｡前者の逐次的統合形態を｢スキル分離型｣､後者の同時的統合形態を

｢スキル併用型｣と本稿では呼ぶこととする｡

スキル分離型(skill-independent)とは､リスこング活動に他の活動を逐次的に併用する授業形

態である｡例えば､まず音声のみを聞かせて内容把握を行わせたのちに､スクリプトを提示し音

読させ内容把握をさせる｡次に､内容に関する質疑応答をしたり､空欄を設けた別シートを配布

し､音声認識のために音声を聞かせ穴埋めさせるタスクを与える｡さらに､再度スクリプトに戻

り､解答および文法 ･語桑の解説を行うというように､音声とスクリプトを交互に提示するスパ

イラルな授業形態が可能である｡

スキル併用型 (skill-interdependent)とは､リスこング活動に他の活動を同時平行的に組み合

わせて進行させる｢リスニング+α｣のタスク形態である｡CD(MD/テープ)を聞かせながら読

ませる､すなわち｢リスニング+リーディング｣で ｢黙読｣､｢リスニング+スピーキング｣で ｢音

読｣｢暗唱｣｢シャドウイング｣､｢リスニング+ライティング｣で ｢ディクテーション｣｢ノート･

チ-キング｣､さらに ｢リスこング十動作｣で ｢TPR(-TotalPhysicalResponse)｣(Asher,

1977)などの複数技能を同時に使う活動が可能になるのである｡

音声の提示の仕方と内容の理解の関係について､河野 (1981､1990)は､0.3から0.4秒以下の

音節間隔で結ばれた音節数が7±2の意味のある単位をPSU (perceptLlalsenseunit)と呼び､
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この長さに区切ってポーズを設け音声を聞かせることで内容の理解が高まったことを実証してい

る｡この実証結果は､スキル併用型のタスクに活かすべきである｡黙読では学習者に対し､教師

または録音し直した音声を聞かせながら読まれている部分に目を追い意味の理解に務めさせるC

けっして左に戻ることのないよう指導し､集中させる｡音読では､同時に音読させたり､逐次的

に音読させる｡また､暗唱 (Readandlookup.)では目線をスクリプトから離し音読させるこ

ともできる｡Suzuki(1991)は､句または節単位に区切ってポーズを入れて聞かせた方が学生の

読解速度が伸び､聴解力も向上したと報告している｡門田他 (2002:368)は､聞きながら読むこ

とで ｢2度同じ内容を内的な音韻情報に変換することになる｣と述べている｡

Ⅴ.5段階 15ステップからなる授業形態
筆者が大学で日々実践している授業の形態 (CALL教室使用)は以下にまとめられるC授業の

進行､文法･語柔の解説もすべて英語で行うことで90分間英語のインプット (ただし､授業終了

時間前の5分間は日本語でまとめたり質疑応答をすることもある)が断続的にも供給されるが､

理解ができていないと判断できた場合には日本語を臨機応変に用いる｡各Stepで示されている

L(Listening)/R(Reading)/S(Speaking)/W (Writing)は学習者が実際にそのステップで使用

する技能を表わしている｡

PHASEI.Warm-upActivities

Stepl. L Listeningtotherefrain
Step2. R: ReadingthelyrlCSandfillingintheblanks
Step3. LRW Listeningtothewholesongandfillingintheblanks
Step4. LRS Readingaloud(-singingtogether)

PHASEII.Pre-listeningActivities

Step5. L Interactiveoralpresentationwithpossiblevisualcues(video)
Step6. LRW Vocabularypreview/Scrambledsentences

PHASEIII.ListeningActivities

Step7. LR Listeningforcomprehension(Q&A/multiplechoice/TorF)
Step8. LR Listeningforperception(focusedlistening/fillintheblanks)

PHASEIV.Post-listeningActivities

Step9･ LRS Vocabulary&structuralrevieywithT/Sinteractions
steplO.LR Scriptreading(silentreadingtothetape/CDwithpauses)
Stepll.LRS Readingaloud-andlookingupwithpausestotheteacher

Step12.LS Shadowing

PHASEV.SupplementaryActivities
Step13,LS Interview&discussioninpairorgroupwork

Step14.RW Interview&discussionthroughchat
Step15.WR WritingcommentsonBBS

PHASEI.準備活動 (Warm-upActivities)

筆者の授業では内容に関わらず授業へのレディネスを高めるために洋楽を聞かせて穴埋めをさ

せ､一斉に起立して歌う授業を十数年続けている｡卒業生からも授業の思い出としてまっさきに

洋楽のことが語られる｡音声認識能力を高めるだけでなく､社会スキルのひとつとして英語の持

ち歌という個人の資産を増やすことにもなる｡
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Stepl.ListenlngtOtherefrain

まずは､洋楽の歌詞のさび (refrain)の部分だけ聞かせて､内容を理解させる｡全部聞かせる

と数分の時間がかかるので､ここでは準備の中の準備という位置付けで短時間で済ませる｡あえ

て設問などは用意しないで､何人かの学生をランダムに指名して､"Haveyoueverheardthis

songbefore?""whatissongabout?""whatdoesthissongdescribe?"などの質問をする｡次

に､Step2として以下にあるような歌詞シートを配布する｡CALL教室を使用する授業の場合に

は､筆者のHP上にある歌詞演習のページ (http://www.ne.jp/asahi/toshi/koba/asonglyr-

ics2003.htm)にアクセスさせて見せることで､シートの配布は省くことができるO

洋楽の歌詞シート

TAKEMEHOME,COUNTRYROAD
byJohnDenver

Almost(1:h )WestVirginia
BlueridgeMountains,ShenandoahRiver

Lifeisoldthere,older也anthe(2:trees/three/seas)
Youngerthanthemountains,growinglikea(3:breathe/breeze/bees)
Countryroads Takemehome TotheplaceI(4:b )

WestVirginiaMountainMamaTakemehome,countryroads
Allmymemories(5:g )roundher
Miner'sladystrangertoblue(6:W )

Darkanddustypaintedonthesky
MistytasteofMoonshine,(7:t s)dropinmyeyes
CountryroadsTakemehome TotheplaceI(4:b
WestVirginiaMountainMamaTakemehome,Countryroads
lhearhervoiceinthemorning(8:ours/hours)shecallsme
Radioremindsme(9:__)myhomefaraway
AnddrivingdowntheroadthatIgetafeeling
ThatIshouldhavebeenhomeyesterdayyesterday

Countryroads Takemehome.TotheplaceI(4:b
WestVirginiaMountainMamaTakemehome,Countryroads
CountryroadsTakemehome.TotheplaceI(4:b
WestVirginiaMountainMama Takemehome,countryroads

Takemehome,(down)countryroads Takemehome,(down)countryroads

Step2･ReadingtheIyrlCSandfillingintheblanks

シートを配布したら､音声を流さずに歌詞全体を黙読させる｡これがリーディング活動として

の最初のRの部分になる｡読みながら文脈から空欄に適語 (句)を入れたり選択するように指示

する｡何度も聞くことができるさびの部分は空欄とし､-回しか聞けない部分は聞き取りが難し

い分､類似した語句の選択肢を作るようにする｡この段階では時間の制限もあるので､なるべく

早く読むように指示し､解答などは行わない｡

Step31Listeningtothewholesongandfillingintheblanks

音声を流し聞き取った語句を空欄に入れたり､選択させる｡本来2回流した方がよいが､時間

の制限から1回だけ流すのが現実的であるCこの段階では､聞きながら同時に歌詞を読み､語句
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を選択したり書き込むのでL/R/Wの3つの技能が関与することになる｡曲が終わったら､た

だちに解答を行うが､時間の許す限り､まず学生同士でペア･グループワークで互いの解を確認

させてから正解を伝えるようにしたい｡この際も､なるべく個人に当てて解答させるようにした

い ｡

Step4,Readingaloud(-singingtogether)

受講者全員に起立を求め､教師自らも大きな声を上げて､音声を流しながら合わせて歌う｡さ

びの部分はなるべく暗唱させて歌うように指示する｡また､教室外でも機会があればカラオケな

どで選曲し歌うように奨励する｡この段階では､聞きながら､歌詞カードを見て､歌うのでL/

R/Sの3つの技能が関与する｡

PHASEII.事前聴解活動 (PreJisteningActivities)

Step5.Interactiveoralpresentationwithpossiblevisualcues(video)

洋楽を歌ってレディネスが確保された後は､スキーマ喚起のために､ビデオなどの映像やニュー

スの内容に関連した情報や要約をlコ頭で伝え､さらに学生との英語での質疑応答を入れたイン

ターラクテイヴ･オーラルプレゼンテーションを行う｡内容に関連したビデオなどが入手可能な

場合は､それも提示しながら行うようにしたい｡

Steps.Vocabularypreview

さらに以下にあるようなキーワードとその定義文を選ぶVocabularypreviewを行うことで語

桑に対する不安を払拭するだけでなく､列挙した語桑自体から内容の一部を知ることになり､内

容スキーマの喚起に役立つ｡

1.kindergarten

2.haven

3.sanitary

4.infrastructure

5.toll

6.incredible

7.dire

thenumberofthosewhohavedied

acalmandsafeplace

clean;notdangeroustohealth

urgent

unbelievable

aschoolforyoungchildrenbeforeelementaryschool

basicsystemsneededtokeepacountrygoing

また､Vocabularyreviewを行う代わりに､または併用してScrambledsentencesを行うこと

もできる｡これは以下にあるように､本文中の主要なセンテンスをそのままの形または近い形で

抜き出し､それを意味あるチャンク_に分けて､ランダムに並べ換えたものを提示し､学生に復元

させる方法である｡
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このタスクでは､正しい構文の知識が確認できるだけでなく､語桑の解説をすることも可能で

ある｡ただし､センテンスの選択を誤ると本文の情報を与え過ぎ､その後の内容把捉のための聞

き取りタスクが無意味になることもあるので注意しなければならない｡

他にスキーマ喚起のための事前聴解活動として､画像や図形などの非言語情報の提示/実物

(realia)またはそれに準じた物体の提示､和文資料の情報提示､ハンドアウト､パワーポイント

等の英文資料の提示､ハンドアウトに印刷された質問に対する選択 ･自由回答､ペア･グループ

ワークでの質疑応答などがあるD

PHASEIII.聴解活動 (ListeningActivities)

Step7,Listeningforcomprehension(Q&A/multiplechoice/TorF)

記憶負担を軽減するために､タスクの指示を事前提示した内容理解のための聞き取りと音声認

識のための聞き取りからなる ｢聴解活動｣を行う｡まずは内容理解のために､音声を3回流し､

毎回設問を変えて特定の情報に集中して聞けるように計らう｡1回目は､おおまかな内容に関す

る質問をひとつ提示しこ聞き方のコツなどを指示する｡2回目は多義選択 (multiplechoice)を

ひとつ提示し､聞き方のコツなどを指示する｡3回目は内容真偽判定 (trueorfalse)を提示し､

聞き方のコツなどを指示する｡設問の内容は音声を流す度に"generic"から…specific''へ移行す

るように工夫するo

Step8.Listeningforperception(focusedlistening/fillintheblanks)

さらに音声認識のためには､空欄の穴埋め (fill-in-the-blanks)､語桑選択 (wordchoice)､相

違箇所の指摘 (errorcorrecti9n)､特定語句の聞き取り (focusedlistening)などがある｡筆者

の授業では､数字や形容詞などの特定の語句を聞き取るfocusedlisteningやスクリプトに空欄や

語桑選択を作ったシートを配布してfil1-in-the-blanksのタスクを多用している｡

PHASEIV.事後聴解活動 (Post-listeningActivities)

Step9.VocabularyastructuralreviewwithT/Sinteractions

これまで何回も聞いたり読んだりしているので内容についてかなり理解が深まった段階である

と考えられるが､不明語句や理解できない構文等が残っているはずである｡丁寧に対処し､解説

するようにしたい｡これには一文ずつ理解を確かめるために本文の内容に関する英語での質疑応

答と語秦 ･構文および内容に関する口頭説明することが考えられる｡
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また､レベルに合わせてこのステップは日本語を交えるか､または全て日本語で行った方が学

習者は安心するようである｡オール ･イングリッシュにこだわるならば､一旦すべて英語で説明
した後に､同じ内容を日本語で繰り返すこともできる｡

Step10.Scriptreading(silentreadingtoaCD)

本文の内容を理解した上で､スクリプトを活用した黙読､音読､復唱､シャドウイングの ｢事

後活動｣を行う｡まずは黙読であるが､音声を流し､学生は聞こえてくる音声に合わせて黙って

目を追いながら意味を把握するように指示する｡関係節があってもけっして目線を左に戻さない

ように指示する｡これは音声の特性から後戻りできないリスニングと同じ状況をリーディングの

際にも作るように､完全な日本語に訳してから理解するのではなく､英語を英語の語順で理解し

ようとする習慣の形成を促進するためのタスクである｡､

Stepl1.Readingaloudandlookingupwithpausestotheteache｢

スクリプト全体の黙読が終わったら､今度は教師が意味のかたまりとして認識されると考えら

れる句や節､または短いセンテンスの切れ目 (PSU)でポーズを入れながら音読し､続いて学生

も合わせて音読し､さらに顔を上げて復唱する｡教師の音読がポーズまで来たら､"Repeat."と

言って学生にスクリプトを見ながら復唱するように指示するOさらに､"Lookup."または"Up.''

と言って学生に顔を上げて目線をスクリプトから離して同じ部分を復唱 (暗唱)させる｡この方

法は一般に "Readandlookup."として以前から知られており､一定のsegmentationの仕方を

学べる方法である｡今読んでいる英文を暗唱しなければならないという意識が働くために英文を

読む時の集中力が増すと考えられている｡また､音声を停めた箇所にスラッシュ等の印を入れる

ように指示すると次のタスクに便利である｡

Step12.Shadowing

最後に､スクリプトを見ないで英文の語句が聞えた直後､またはほぼ同時に声を出し繰り返す

シャドウイングを行う｡シャドウイングは元々同時通訳者の養成法として開発されたが､今日で

はリスニングカを高め､英文がチャンクとして記憶に定着させ､発音やイントネーションが正確

かつ滑らかにさせる方法として一般の英語学習者の間でも実践人が増えてきた｡教室の環境が許

せば､ヘッドフォンを使用することで学習者自身の声がじゃまにならなくなるが､訓練が進むに

つれてヘッドフォンなしでも支障なくできるようになる｡高度な技術であるので､慣れないうち

は､最初から無理に声を出すことを強要せずに､発話をせずに心の中で音声を響かせる…thinking

aloud"､発声せずに唇だけを動かす"lipping"､自分自身にしか聞こえない程度にささやぐẁhis-

pering"を順に経てから行うこともできる｡時間があればポーズなしで全文のシャドウイングをさ

せることもある｡

PHASEV.補足活動 (SupplementaryActivities)

Step13.Interview良discussioninpalrOrgroupwork

これまでは､教師と特定の学生とのインターラクションに限定されていたが､学生同士のペア･

グループワークでのインタビューやディスカッションなどの ｢発話活動｣も取り入れたい.スク

リプトの内容について自由に会話させたり､次のような質問項目を与えて質疑応答をさせる｡
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1)Whatdoyouthinkaboutthisnews?

2)Doyouagreeordisagreewith...?

3)Areyoufororagainst…?

4)Ifyouwere…,whatwouldyoudo?

5)Ifyouhadbeen...,whatwouldyouhavedone?

ただし､学習者の発話行為そのものが英語で行われる授業､すなわち､教師と学生､学生同士

の英語でのやりとりが十分行われる状況であれば､発話活動の時間を特別に設ける必要性は必ず

しもない｡

Step14.Interviewadiscussionthroughchat

CALL教室のように学習者 1人 1人にネットに繋がったパソコンが1台与えられている環境

であれば､Stepl芦をそのままネットの上のチャット･ルームを活用して行うこともできる.無料

のチャットルームを複数設置して､5-10人程度のグループに分けて英語での自由な意見交換を

ペアワークさせたり､グループのリーダーが他の構成員に同一の質問をして回答させることもで

きる｡外見上､チャットはパソコンのキーを打込むのでライティングと据えられるが､会話をす

るように瞬時に短い英文または単語を発する過程は発話に極めて近く (ブローカー領域-運動中

梶-発声器官/手指筋)､よってここでライティングからスピーキングへの転移が期待できると考

えられるOまた､相手のメッセージを瞬時に読んで返答するので速読の養成にもなる｡

Step15.WritingcommentsonBBS

チャットでの対話単位の短い英文を超えて､学習者に本格的な英文を書く機会を与えることも

大切である｡従来の用紙に書かせて授業時間内に回収し返却する方法では時間と労力を要する｡

この教師の多大な負担がライティング指導が現場で敬遠されてきた主因であると考えられる｡こ

の打開策のひとつとして､ネット上の掲示板 (BBS)を活用する方法がある｡CALL教室の場合

には､各座席のパソコンからあらかじめ設定しておいた無料の掲示板にニュースの内容に関する

コメントや何らかの質問をしてそれを掲示板に書き込ませる.一定時間内にアップさせることで､

全員が他の学生の書いたものを閲覧することができる｡時間があれば､1､2人の英作文に注目

し､フィードバックを与えることもできる｡

さらに時間的な余裕があれば､ペアワークとして学生同士が互いの作文を添削し合うタスクを

行うこともできるOパートナーの書き込みの返信用のスペースに一旦全文を張り付けて､ネット

上で添削してアップさせる｡添削された側はその添削を受け入れたり拒否したりして､自分自身

の英文を推赦して再度アップする｡これは時間がかかる作業だが､事後課題として一定の期間内

(例えば翌日の5時までなど)に完成させることもできる｡または､学生同士のピア･フィードバッ

クだけで終了したり､教師がアップされた修正英文をハードコピーし､赤ペン添削して返却する

ことも考えられる｡

Ⅴ,最後に

教師は独自の授業の一定の流れを研究し確立しなければならない｡早く確立しなければ､学習

者はそれだけ非効率な授業を受け続け､不利益を被ることになる｡一定の流れ､すわなち効果的
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なタスクの維み合わせを毎度の授業で展開することで､学習者の技能の定着が期待できる｡ワン

パターン化することはけっして改善を怠っているわけではなく､むしろ確立した教授法をその日

の教師の気分などで変えたりしないようにするためにも必要である｡

授業のパターン化が学生を飽きさせると考えるのは誤りである｡学習の飽きを生じさせるのは､

1講義は同一の活動に終止している場合である｡授業に限らず､会議等での経験からも共感でき

るように同一人物のモノローグを聞き続けるには､相当な集中力を要する｡ましてや外国語の授

業という特殊な環境で発達段階にある学習者に教師の一方的な話を聞かせ続けるのは本来は無理

である｡これは聞き手の責任ではなく､話し手のプレゼンテーションの仕方に問題があると言わ

ざるを得ない｡

本稿で紹介した授業の手順は､90分内に15のステップを進む方法である｡すなわち10分以内

に次から次へとタスクを変えていく｡この変化はけっして居眠りさせる隙を与えず､飽きさせず､

気づいたら講義が終わっていると感じさせるほどの集中力の持続を狙ったものである｡このパ

ターンを毎回繰り返すことで､飽きさせることなく技能の定着を図れるものと考えられる｡

一定の教授法を確立した後は､時勢に合わせたデータを更新させる努力を続けなければならな

い.パターン化した授業のスタイルはいわば鯛燐や今川煩の鉄板の型のようなものである｡一定

の型を鋳造すれば繰り返し､素材 (データ)を流し込めば焼き上げるのであるO時代の流れと共

に味を変えたりネタを変えるように､授業の目的と学習者の学習の段階に応じてデータも入れ替

えて行くことが大切である｡

IT技術の進歩の恩恵を受けて､現在は教室外でも極めて授業での形態に近い形で学習者個人が

独習できるようになった｡音声ファイルとスクリプトが無料でダウンロードできるサイトも増え､

無料の掲示板やチャット･ルームも無数にある｡すなわち､この授業の進め方をすれば､四技能

間の正の転移のみならず､教室での授業から個人の学習習慣の形成との促進という正の転移も期

待できるのである｡
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